
令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

③計画策定等に向けた方針

A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施された（される見込み）。

・圏域各市町の住民の公共交通に対する利便性向上
　を図るため、学校の統廃合による移動ニーズの変化
　に対応するようコミュニティバスの再編事業を行う。
・圏域市町で、令和７年度確保維持事業（地域内フィ
　ーダー系統）の活用を見込んでいる。

【事業内容】
・利便増進の方向性の検討
・利用実績の整理
・利便増進事業の検討
・利便増進実施計画変更のとりまとめ
・運賃又は料金の設定に関する検討
・各種会議の開催
【結果概要】
・どのように住民の利便性向上を図るか、何の事業を
　実施するかについて、交通事業者や圏域担当者を交
　え、月に１回以上協議を行った。
・ICカードデータにより、利用実績を整理することが
　できた。
・運賃改定を行った。
・今後も協議会のほか、ワーキング会議や検討分科会
　での協議を重ねていく。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

八戸圏域地域公共交通活性化協議会

地域公共交通調査事業

①事業の結果概要
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八戸圏域地域公共交通活性化協議会
地域の概要

事業名：令和６年度地域公共交通調査事業

３．公共交通の問題点

１．基礎データ
八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、
おいらせ町
人口：304,231人
（R6.1.1現在・住民基本台帳）
面積：1,346.84平方キロメートル
過疎地域等指定：
過疎（旧南郷村、三戸町、五戸町、田子町、南部町、新郷村）、
山村（三戸町、田子町、新郷村）
高齢化率：33％
協議会開催数：１回（R6.4～R6.12）

２．公共交通の概況

【乗合バス】
①路線バス
運 行：八戸市交通部、岩手県北自動車（株）、

十和田観光電鉄（株）
路 線：50路線184系統
②コミュニティバス
運 行：八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、

おいらせ町
路 線：55路線
【鉄道】
運 行：東日本旅客鉄道（株）、青い森鉄道（株）
路 線：在来線２路線、ＪＲ東北新幹線
【乗合タクシー】
運 行：タクシー事業者４社
エリア：八戸駅～中心街区間
【自家用有償旅客運送】
運 行：島守地区自治会連合会
形 態：公共交通空白地有償運送
エリア：島守地区

（１）コロナ禍、人口減少、少子高齢化の進展による影響もあり、公共交通の利用者数が低迷している。

（２）運行欠損の増加によりバス路線維持のための財政負担は年々増加しており、将来的に持続していく

ことが困難となる。

（３）市内幹線軸における高頻度運行を継続実施していくため、情報ツール等の活用を通じ、一層の利用

促進を図る必要がある。

（４）交通事業者の運転手不足は深刻な状況であり、バス路線や運行本数の維持・確保を図るためには、

運転手確保策に関する支援が必要である。

（５）県立高校の統廃合等による高校生の通学移動に対応できるよう、通学に利用可能な公共交通ネット

ワークを構築するとともに、積極的な利用促進を図り、過度に自家用車に頼らなくても生活できる環境

を提供する必要がある。
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調査内容

八戸圏域地域公共交通活性化協議会

【事業評価時点で完了している内容】

調査結果概要

今後の取組みについて

【今後予定している内容】

●各種会議の開催（公共交通会議、活性化
協議会、バス事業者検討分科会）

●対象路線の事業実施の方向性検討
・バス事業者検討分科会等を通じて、各市町村及び各バ
ス事業者における路線再編の検討状況等を確認。
・再編の候補となっている路線については、利用状況等
についても整理。
・コロナ禍や路線の減便などを踏まえた利用者数の変化
について分析を行った。
・前回の再編による影響などはあるものの、全体的にコロ
ナ禍からの回復基調がみられ、大きく問題を抱える路線
は多くないことを確認した。

●対象路線の事業の整理
・八戸駅周辺のバス停からの距離が遠い地区
を対象として、域内交通の導入に関する検討を
進めた。
・地域住民との協議を行いながら、具体な運行
内容等の整理を進め計画の立案を行った。
（令和7年度は実証運行とするため、計画には
位置付けないこととした）

●利便増進実施計画のとりまとめ
・次年度以降の改定に向けて、前項で整理した
内容を踏まえて利便増進計画（案）を作成した。

●各種会議の開催（公共交通会議、活性化協議
会、バス事業者検討分科会）
・各路線に係る協議等を行うために、交通会議３回
、協議会１回、検討分科会３回開催した。

【スケジュール（予定）】

◯１月中旬～ 各種会議開催

◯３月下旬 第２回協議会開催

【圏域の交通の目指す姿】

自家用車に過度に依存しなくても安心して生活を営むことができ、公共交通を軸とした活発な交流により多

様な個性・特性が輝き、圏域全体が一体的に発展するとともに、圏域における定住促進に資する「公共交通指

向型の圏域づくり」を目指す。

●対象路線の事業実施の方向性検討
●対象路線の事業の整理
●利便増進実施計画のとりまとめ
●各種会議の開催（公共交通会議、活性化
協議会、バス事業者検討分科会）



令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

③事業の今後の改善点
（特記事項含む）

A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施された（される見込み）。

引き続き、モビリティ・マネジメントを行い、住民による
路線バスの日常利用の増加に努める。

A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施された（される見込み）。

引き続き、利用者にとってわかりやすい情報発信を行
い、利便性向上に努める。

A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施された（される見込み）。

引き続き、利用者にとってわかりやすい情報発信を行
い、利便性向上に努める。

八戸駅線リーフレット作成
・１月に入札・契約予定
・納品は３月末予定で、納品後順次配布開始

モビリティ・マネジメントの実施
・高齢者が集まる講義において乗り方教室を1回実施。
・親子でバスに乗れるデジタルチケット販売に合わせ
て、バス体験イベントを3回実施。
・今後、地域住民や小中学生、高校生等を対象とした
MMを7回程度実施する予定。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画推進に係る事業）

②事業実施の適切性

八戸圏域地域公共交通活性化協議会

地域公共交通利便増進事業（利便増進計画推進事業）

①事業の結果概要

バスマップはちのへ2025作成
・１月に入札・契約予定
・納品は３月末予定で、納品後順次配布開始
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A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施された（される見込み）。

・引き続きデジタルチケットの認知度を高めるため、プ
ロモーションを行っていく。
・次年度以降もデジタルチケット化を進めて利用者の
利便性向上を図る。

A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施された（される見込み）。

引き続き、利用者にとってわかりやすい情報発信を行
い、利便性向上に努める。

ツールラック路線図修繕
・運賃改定に伴い、市内5か所のターミナルツール
　ラック路線図の修正を行った。

八戸圏域MaaS事業
・既存デジタルチケットのプロモーションを行い、利用促
進を図った。
・最終新幹線で八戸駅へ到着した人が中心街までの移
動する手段として、深夜乗合タクシーの実証運行
（R7.1.26～R7.2.20まで）を行う。



八戸圏域地域公共交通活性化協議会
地域の概要

事業名：令和６年度地域公共交通利便増進事業（利便増進計画推進事業）

３．公共交通の問題点

１．基礎データ
八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、
おいらせ町
人口：304,231人
（R6.1.1現在・住民基本台帳）
面積：1,346.84平方キロメートル
過疎地域等指定：
過疎（旧南郷村、三戸町、五戸町、田子町、南部町、新郷村）、
山村（三戸町、田子町、新郷村）
高齢化率：33％
協議会開催数：１回（R6.4～R6.12）

２．公共交通の概況

【乗合バス】
①路線バス
運 行：八戸市交通部、岩手県北自動車（株）、

十和田観光電鉄（株）
路 線：50路線184系統
②コミュニティバス
運 行：八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、

おいらせ町
路 線：55路線
【鉄道】
運 行：東日本旅客鉄道（株）、青い森鉄道（株）
路 線：在来線２路線、ＪＲ東北新幹線
【乗合タクシー】
運 行：タクシー事業者４社
エリア：八戸駅～中心街区間
【自家用有償旅客運送】
運 行：島守地区自治会連合会
形 態：公共交通空白地有償運送
エリア：島守地区

（１）コロナ禍、人口減少、少子高齢化の進展による影響もあり、公共交通の利用者数が低迷してい

る。

（２）運行欠損の増加によりバス路線維持のための財政負担は年々増加しており、将来的に持続し

ていくことが困難となる。

（３）市内幹線軸における高頻度運行を継続実施していくため、情報ツール等の活用を通じ、一層の

利用促進を図る必要がある。

（４）交通事業者の運転手不足は深刻な状況であり、バス路線や運行本数の維持・確保を図るため

には、運転手確保策に関する支援が必要である。

（５）県立高校の統廃合等による高校生の通学移動に対応できるよう、通学に利用可能な公共交通

ネットワークを構築するとともに、積極的な利用促進を図り、過度に自家用車に頼らなくても生活

できる環境を提供する必要がある。
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事業内容

八戸圏域地域公共交通活性化協議会
事業実施概要

今後の取組みについて

【事業評価時点で完了している内容】

【今後予定している内容】

●ツールラック路線図修繕

●モビリティ・マネジメントの実施
・地域住民や小中学生、高専生徒を
対象としたMMを7回程度実施予定

●バスマップはちのへ2025作成
・入札、契約
・作成、配布
●八戸駅線リーフレット作成
・入札、契約
・作成、配布
●八戸圏域MaaS事業
・深夜乗合タクシーの実証運行
（R7.1.26～R7.2.20まで）の実施

●ツールラック路線図修繕
・１０/１運賃改定に伴い、料金が記載されている路線図と一体となったツールラック５カ所の路線図の表示内容の修正
及び貼り替えを実施。

【今後の動き】

協議会での事業の検証と検討、出前講座を中心としたモビリティマネジメントは今後も協議会で事業

展開をしていくことを予定しており、公共交通の利用促進を推進していく。

また、MaaS事業を進めるため、交通事業者などと連携を図りながら、公共交通の利便性向上と利用

促進を図るための環境の整備に努めていきたい。

【スケジュール（予定）】

◯１月～３月 地域住民等を対象としたMM開催

〇１月２６日～２月２０日 深夜乗合タクシー実証運行

〇１月下旬 バスマップ、リーフレット 入札・契約

〇２月～３月 〃 作成

〇３月下旬 〃 納品

◯３月下旬 協議会開催



参考資料 

地域公共交通利便増進事業（利便増進計画推進事業）の実施に関する計画 

１．地域公共交通利便増進事業（利便増進計画推進事業）の内容 

実施項目 実施内容 

・モビリティマネジメント

の実施 

 

 

 

 路線バスが使いやすく、頼りになる存在として認識・理解してもら

うため、小学校や各地域住民向けにモビリティマネジメントを実施

し、住民による路線バスの日常利用の増加を図る。 

①ＭＭの企画・立案 

②小学生向けＭＭ ３回 

③中学・高校生向けＭＭ ５回 

④高齢者向けＭＭ ２回 

⑤地域住民向けＭＭ ２回 

・バスマップはちのへ 2025

の作成 

 八戸圏域を運行する３事業者のバス路線図を集約したバスマップを

作成し、住民や転入者に配布する。10,000 部作成。 

・八戸駅線リーフレット 

作成 

 

 八戸駅～中心街を結ぶバス路線の時刻表や八戸駅へ接続する新幹線

及び鉄道の時刻表を掲載し、市民・観光客をターゲットに配布する。

15,000 部作成。 

・八戸圏域 MaaS 事業 

 

 

 

 様々な移動手段・サービスを組み合わせて１つの移動サービスとし

てとらえ、ワンストップでシームレスな移動を目指し、利用者の利便

性向上を図る。 

①鉄道・バス・タクシーの連携方策の検討 

②周知・PR や利用者アンケート、効果検証や課題の抽出 

・ツールラック路線図修繕  運賃改定に併せて、交通結節点にある路線図の路線や運賃を修繕し、

利用者に正しい情報を発信する。 

 

 

２．スケジュール 

実施項目 ４月       ９月       １２月       ３月 

・モビリティマネジメント

の実施 

 

 

・バスマップはちのへ 2025

の作成 

 

・八戸駅線リーフレット 

作成 

 

 

・八戸圏域 MaaS 事業 

 

 

 

・ツールラック路線図修繕  

 



参考資料 

地域公共交通利便増進事業（利便増進計画策定事業）の実施に関する計画 

１．地域公共交通利便増進事業（利便増進計画策定事業）の内容 

実施項目 実施内容 

・運賃設定の検討 

 

 

乗務員不足の解消及びバス路線や交通サービスの維持を確保するため

に適正な運賃設定に関する検討を行う。 

 

・利便増進実施計画（案）

の策定 

 

 

地域住民のニーズを把握するため、バス ICカード可視化・分析システ

ム等を活用し、利用実績を整理しながら、各検討分科会での協議結果

をもとに、計画をとりまとめる。 

 

・協議会開催 

 

 

運賃設定に向けた議論や、地域公共交通計画の検証・モニタリングを

行うための協議会を開催する。 

 

 

 

５．スケジュール 

実施項目 4 月       9 月       12 月       3 月 

・運賃設定の検討 

 

 

 

 

 

・利便増進実施計画（案）

の策定 

 

 

 

 

・協議会開催 

 

 

 

 

 

 

 

月１～２回程度開催 




